
新
資
料

紀

E 
E
ー
ー
和
歌
祭
舞
楽
装
束

赤
地
紋
紗
抱
左
方
(
図
版
四

a
、
挿
図
泊
)

E
h
-
-

E

ザ

束

宮

日反

昭小

の

飾

類

下

|
|
紀
州
東
照
宮
服
飾
類
調
査
報
告

赤
地
輪
無
唐
草
紋
紗
(
文
丈
一
九
J
一
二
セ
ン
チ
、

葉
間
幅
二
ニ
・

二
セ
ン
チ
、
地
は
三
本
の
片
綬
れ
の
紗
で
、
文
様
部
分
は
平
組
織
で
あ
る
。
密
度
は
一
セ
ン

る
。
赤
地
で
あ
る
か
ら
左
方
の
装
束
で
、

チ
聞
に
、
経
糸
は
五
四
本
前
後
、
緯
糸
は
二
O
越
前
後
、
後
染
。
〉

丈
は
背
縫
位
置
で
欄
の
下
端
ま
で
一
四
七
セ
ン
チ
、

桁
は
一

O
一
セ
ン
チ
、
後
身
幅
は
三
四
セ
ン
チ
、

ム
で
あ
る
。

E
l
2

和
歌
祭
舞
楽
装
束

赤

地

紋

紗

砲

左

方

E
ー
ー
と
同
裂
で
、

の
欄
の
あ
る
抱
(
縫
肢
の
砲
)
で
あ

袖
丈
は
六
七
セ
ン
チ
、
重
量
は
三

O
Oグ
ラ

抱
の
形
も
同
じ
縫
肢
の
抱
で
あ
る
。

丈
は
背
縫
位

置
で
欄
の
下
端
ま
で
一
五
二
セ
ン
チ
、
桁
は
一

0
0
・
五
セ
ン
チ
、

後
身
幅
は
三
四
セ
ン
チ
、

袖
丈
は
六
六
セ
ン
チ
、
重
量
は
二
八

0
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

E
l
3

和
歌
祭
舞
楽
装
束

赤
地
抱
左
方
(
図
版
四
b
、
挿
図
お
)

赤
地
紗
案
文
繍
(
案
文
は
長
径
が
八
J
八
・
二
セ
ン
チ
、
短

紀

州

東

照

宮

の

服

飾

類

径
が
七
・
五
J
八
セ
ン
チ
で
、
繍
法
は
大
部
分
が
渡
し
繍
、
地
は
二
本
の
片
繰
れ
の
無
紋
の
紗
で
、
密
度
は

下

神

子

メー、
'口'

築

一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
は
三
六
本
前
後
、
緯
糸
は
一
五
越
前
後
、
裂
幅
四
六
セ
ン
チ
、
後
染
。
〉

の
欄
の
な

い
抱
(
関
肢
の
袖
〉
で
あ
る
。
赤
地
で
あ
る
か
ら
左
方
の
装
束
で
、
丈
は
背
縫
位
置
で
裾
の
下
端

ま
で
二
七
一
セ
ン
チ
、
前
丈
は
肩
山
か
ら
一
一
六
セ
ン
チ
、
桁
は
一

O
八
セ
ン
チ
、

後
身
幅
は

四
三
・
五
セ
ン
チ
、
袖
丈
は
五
九
セ
ン
チ
、
重
量
は
六
四
五
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

E
1
4

和
歌
祭
舞
楽
装
束

赤
地
抱
左
方
赤
地
紗
案
文
繍
(
案
文
の
大
き
さ
と
繍
法
、
地
裂
は
E
|
3
と
同
じ
。)
の
閥
肢
の
抱

で
、
左
方
の
装
束
、
丈
は
背
縫
位
置
で
裾
の
下
端
ま
で
二
六
四
セ
ン
チ
。

前
丈
は
肩
山
か
ら

一
二
セ
ン
チ
、
桁
は
一

O
七
・
五
セ
ン
チ
、
後
身
幅
は
四
三
セ
ン
チ
、

袖
丈
は
五
六
セ
ン
チ
、

重
量
は
六
六
五
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

E
ー
5

和
歌
祭
舞
楽
装
束

赤
地
抱
左
方
赤
地
紗
案
文
繍
(
案
文
の
大
き
さ
と
繍
法
、
地
裂
は
E
1
3
と
同
じ
。)
の
閥
肢
の
抱

で
、
左
方
の
装
束
、
丈
は
背
縫
位
置
で
二
六
二
セ
ン
チ
、

前
丈
は
肩
山
か
ら
一
一
一
一
セ
ン
チ
、

桁
は
一

O
六
セ
ン
チ
、
後
身
幅
は
四
三
セ
ン
チ
、
袖
丈
は
五
六
・
五
セ
ン
チ
、

重
量
は
六
二
五

グ
ラ
ム
で
あ
る
。

E
1
6

和
歌
祭
舞
楽
装
束

赤
地
抱
左
方
赤
地
紗
案
文
繍
(
案
文
の
大
き
さ
と
繍
法
、
地
裂
は
E
|
3
と
同
じ
。
〉
の
閥
肢
の
抱

15 

一五
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争時

で
、
左
方
の
装
束
、
丈
は
背
縫
位
置
で
裾
の
下
端
ま
で
二
七

0
セ
ン
チ
、

前
丈
は
肩
山
か
ら

一
八
セ
ン
チ
、
桁
は
一

O
七
・
五
セ
ン
チ
、
後
身
幅
は
四
三
セ
ン
チ
、

袖
丈
は
五
八
・
五
セ
ン

チ
、
重
量
は
六
二

0
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

Eー

7

和
歌
祭
舞
楽
装
束

赤
地
抱
左
方
赤
地
紗
案
文
繍
(
案
文
の
大
き
さ
と
繍
法
、
地
裂
は
E
|
3
と
同
じ
。
〉
の
闘
肢
の
抱

で
、
左
方
の
装
束
、
丈
は
背
縫
位
置
で
裾
の
下
端
ま
で
二
七
一
セ
ン
チ
、

前
丈
は
肩
山
か
ら

一
七
・
五
セ
ン
チ
、
桁
は
一

O
八
セ
ン
チ
、
後
身
幅
は
四
三
セ
ン
チ
、

袖
丈
は
五
七
・
五
セ
ン

チ
、
重
量
は
六
三
五
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

E
1
8

和
歌
祭
舞
楽
装
束

青
地
抱
右
方
青
地
紗
案
文
繍
(
案
文
の
大
き
さ
と
繍
法
、
地
裂
は
E
|
3
と
同
じ
、
後
染
の
青
色
。
〉

b背面

b 

a正面左方 (E-1)赤地紋紗砲

a 

挿図34

の
閥
肢
の
抱
で
、
青
地
で
あ
る
か
ら
右
方
の
装
束
。

一
六

丈
は
背
縫
位
置
で
裾
の
下
端
ま
で
二
五
八

16 

-
五
セ
ン
チ
、
前
丈
は
肩
山
か
ら
一
一

0
セ
ン
チ
、
桁
は
一

O
七
セ
ン
チ
、

後
身
幅
は
四
三
セ

ン
チ
、
袖
丈
は
五
三
・
五
セ
ン
チ
、
重
量
は
六

0
0グ
ラ
ム
で
あ
る
。

E
1
9

和
歌
祭
舞
楽
装
束

青
地
抱
右
方
青
地
紗
案
文
繍
(
案
文
の
大
き
さ
と
繍
法
、
地
裂
は
E
|
8
と
同
じ
〉
の
閥
肢
の
抱

b 

a正面

で
、
右
方
の
装
束
、
丈
は
背
縫
位
置
で
裾
の
下
端
ま
で
二
六
一
セ
ン
チ
、

前
丈
は
肩
山
か
ら

チ
、
重
量
は
五
九
五
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

一
二
セ
ン
チ
、
桁
は
一

O
七
・
五
セ
ン
チ
、
後
身
幅
は
四
三
セ
ン
チ
、

半平
膚 1|O

和
歌
祭
舞
楽
装
束

左
方
(
図
版
四
a
、
挿
図
お
〉

装
束
総
体
に
赤
色
の
多
い
左
方
の
半
腎
で
、
三
重
棒
に
桐

竹
鳳
恩
が
刺
繍
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

b背面

b 

a正面 b背面

左方 (E-3)赤地抱

a 

挿図35

a 

挿図36

袖
丈
は
五
五
・
五
セ
ン

繍
法
は
大
部
分
が
渡
し
繍
。
地
裂
は
紺
地

平
絹
(
地
合
は
、
経
糸
は
細
く
、
緯
糸
は
太

く
、
経
糸
緯
糸
共
に
つ
ま
っ
て
お
り
、
密
度
は

一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
は
四
八
本
前
後
、
緯
糸

は
三
二
越
前
後
、
後
染
。)
、

裏
裂
は
紺
地
麻

(
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
は

二
O
本
前

後
、
緯
糸
は
一
八
越
前
後
、
後
染
。〉
、
縁
裂
は

赤
地
の
桐
竹
唐
草
文
唐
織
(
文
丈
は
二
ハ

セ
ン
チ
前
後
で
案
間
幅
は
不
詳
、
地
は
平
組
織

左方 (E-lQ)

で
経
糸
は
二
本
引
揃
え
、
密
度
は
一
セ
ン
チ
間

に
、
経
糸
は
四
四
本
前
後
、
緯
糸
は
二
四
越
前

註
お

後
、
薄
手
の
唐
織
で
あ
る
。
こ
の
縁
裂
の
唐
織

半管

は
右
方
用
に
は
同
文
の
青
地
が
用
い
ら
れ
て
お

り
、

E
l
u
lげ
の
下
襲
の
縁
裂
に
も
同
裂
の

唐
織
が
左
方
用
、
右
方
用
そ
れ
ぞ
れ
赤
地
青
地



管
で
、
三
重
棒
に
桐
竹
鳳
風
が
刺
繍
で
あ

ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
繍
法
は

E
l
m
同
様

分
の
部

E
下

f

k

C

 

方左
面背

襲

b
下

面
訂
正

図

a

c
挿

大
部
分
が
渡
し
繍
。

地
裂
は

E
l
m
と
同

じ
紺
地
平
絹
、
裏
裂
も

E
l
m
の
裏
裂
と

同
じ
紺
地
麻
。
縁
裂
は
青
地
の
桐
竹
唐
草

文
唐
織
〈
文
丈
、
実
間
幅
、
地
合
は
E

|
叩

の
縁
裂
と
同
じ
〉
。

丈
は
背
縫
位
置
で
欄
の

下
端
ま
で
七
七
セ
ン
チ
、
後
身
幅
は
袖
口

b 

a 

裂
(
四

・
一
セ
ン
チ
幅
)
別
で
三
三

・
五
セ

ン
チ
、
襟
幅
は
四
セ
ン
チ
、
重
量
は

0
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

挿図38 下 襲 右 方 (E-16)
a正面， b背面， c裾部分

和
歌
祭
舞
楽
装
束

E
|
日
と
殆
ど
同
様
な
半

斗失 E 

脅 J2
右
方

管
で
、
丈
は
背
縫
位
置
で
欄
の
下
端
ま
で

後
身
幅
は
袖
口
裂
(
四

七
四
セ
ン
チ
、

一
セ
ン
チ
幅
〉
別
で
三
四
セ
ン
チ
、

b 

襟
幅

a の
も
の
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
縁
裂
の
唐
織
は
桃
山
時
代

は
四
セ
ン
チ
、
重
量
は
=
二

0
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

頃
か
ら
舞
楽
装
束
の
半
管
や
下
襲
の
縁
裂
用
に
作
ら
れ
て
い

鳥甲，石帯，靴，糸軽 (E-18"-'23)

半平
管 1|3

和
歌
祭
舞
楽
装
束

右
方

E
!日
、

た
の
か
、
四
天
王
寺
の
舞
楽
装
束
の
半
管
や
下
襲
の
縁
裂
も

註
泊

同
様
な
柄
で
同
じ
手
の
唐
織
の
よ
う
で
あ
る
。)。

ロ
と
殆
ど
同
じ
半
腎
で
、
丈
は
背
縫
位
置
で
欄
の
下
端
ま
で
七
七
セ
ン

丈
は
背

襟
幅
は
四
セ
ン
チ
、

重
量
は

チ
、
後
身
幅
は
袖
口
裂
(
四

・
二
セ
ン
チ
幅
〉
別
で
三
四
セ
ン
チ
、

縫
位
置
で
欄
の
下
端
ま
で
七
七

・
五
セ
ン
チ
、
後
身

二
九
五
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

幅
は
袖
口
裂
(
四

・
一
セ
ン
チ
幅
)
別
で
一
二
三
セ
ン

下平
襲 114

和
歌
祭
舞
楽
装
束

左
方
(
挿
図
幻
)

重
量
は
三

0
0グ
ラ
ム
で

チ
、
襟
幅
は
四
セ
ン
チ
、

あ
る
。

動
作
に
伴
う
摩
擦
が
最
も
多
く
生
じ
る
装
束
で
あ
る
た
め
、

舞
楽
装
束
の
中
で
も
下
襲
は
、

こ
こ
に
挙
げ
る

E
l
M
か
ら

E
l刀
の
四
領
の
下
襲
も
、

抱
や
半
管
に
較
べ
傷
み
が
著
し
い
。

和
歌
祭
舞
楽
装
束

右
方
装
束
総
体
に
青
色
の
多
い
右

方

の

半

半平
管 1|l

挿図39

17 

上
前
な
ど
は
使
用
度
が
頻
繁
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
わ
せ
る
傷
み
具
合
で
、

そ
れ
ら
の

裾
、
袖
、

七

紀

州

東

照

宮

の

服

飾

類

下
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紀州東照宮蔵

損
傷
部
分
に
は
、
度
重
な

る
補
修
の
あ
と
や
補
填
裂

が
見
ら
れ
る
。

E
l
M
は
そ
れ
ら
四
領

和歌山

の
下
襲
の
中
で
は
比
較
的

損
傷
部
が
少
く
き
れ
い
だ

と
い
え
る
。
縁
裂
に
、

E

!
日
の
左
方
の
半
腎
に
用

い
ら
れ
て
い
る
縁
裂
と
同

じ
赤
地
の
桐
竹
唐
草
文
唐

織
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

縁
裂
の
内
側
に
と
ぢ
付
け

で
あ
る
飾
り
紐
は
、
茶
・

住吉広通筆

白
・
鵜
色
の
段
で
、
赤
と

黒
の
糸
が
山
道
形
に
全
体

を
飾
っ
て
い
る
組
紐
で
あ

和歌祭舞楽図

る
。
地
裂
は
白
地
桐
竹
唐

草
文
給
子
(
文
丈
は
一

O

五
セ
ン
チ
か
ら
一
一
セ
ン

部分

チ
、
案
間
幅
は
八
・
五
セ
ン

第五巻

チ
、
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、

経
糸
は
九
五
本
前
後
、
緯
糸

東照社縁起

は
三
O
越
前
後
〉
で
、
袖
、

前
の
腰
、
後
の
腰
と
裾
に

tま

友
禅
(
糸
目
糊
の
防

挿図40

染
で
表
出
さ
れ
た
細
い
輪
郭

線
、
赤
、
黄
、
黄
土
色
、
産

/¥ 

の
濃
淡
二
種
、
黒
の
計
六
色
の
挿
し
〉
と
刺
繍
(
菱
部
分
の
唐
草
、
松
喰
鳥
の
松
の
折
枝
と
鳥
の
脚
〉
で
桐

18 

竹
唐
草
の
菱
に
松
喰
鳥
の
模
様
が
配
さ
れ
て
い
る
。

襟
と
袖
口
に
は
赤
地
繁
菱
文
嬬
子
(
文
丈

三
セ
ン
チ
、
箕
間
幅
六
・
三
セ
ン
チ
、
文
は
経
の
五
枚
嬬
子
、
地
は
稗
の
五
枚
嬬
子
で
、
密
度
は
一
セ
ン
チ

聞
に
、
経
糸
は
一

O
O本
前
後
、
緯
糸
は
三
六
越
前
後
、
後
染
〉
、
裏
は
胴
裏
は
白
麻
(
苧
麻
で
、
密
度
は

一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
は
二
O
本
前
後
、
緯
糸
は
一
八
越
前
後
)
、

袖
裏
と
裾
裏
は
紫
平
絹
(
羽
二
重
の

よ
う
な
平
絹
で
、
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
は
五
O
本
前
後
、
緯
糸
は
三
五
越
前
後
、
後
染
。
〉
、
丈
は

背
縫
位
置
で
裾
の
下
端
ま
で
一
八
七
セ
ン
チ
、

前
丈
は
上
前
(
左
身
頃
〉
の
肩
山
か
ら
下
端
ま

で一

O
六
セ
ン
チ
、
桁
は
九
九
セ
ン
チ
、
後
身
幅
は
三
七
セ
ン
チ
、

袖
丈
は
五
九
セ
ン
チ
、
重

量
は
六
二

0
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

下平
襲 1|5

和
歌
祭
舞
楽
装
束

右
方

E
l
M
と
法
量
が
多
少
異
る
以
外
は
殆
ど
同
じ
左
方
の
下
襲
で
あ
る
。
袖
、
後
身

頃
の
裾
、
上
前
の
下
半
は
舞
楽
上
演
時
の
摩
擦
に
よ
る
損
傷
が
著
し
く
、

同
種
の
裂
の
当
て
裂

(
恐
ら
く
当
初
は
、
こ
の
平
舞
装
束
も
相
当
の
具
数
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
損
傷
の
著
し
い
も
の
か
ら
引
き
解

か
れ
て
、
同
種
の
装
束
の
補
修
裂
と
し
て
裏
か
ら
の
当
て
裂
に
使
用
さ
れ
て
い
る
様
相
が
、
こ
れ
ら
下
襲
の

著
し
い
損
傷
部
の
補
修
法
か
ら
窺
わ
れ
る
。
)
が
目
立
つ
。

し
か
し
、

下
前
は
上
前
の
下
層
に
あ
っ

て
石
帯
と
の
直
接
の
摩
擦
が
な
い
た
め
か
、

上
前
の
傷
み
具
合
と
は
雲
泥
の
差
で
、

四
領
の
下

襲
の
中
で
も
損
傷
の
著
し
い
こ
の
下
襲
で
さ
え
下
前
は
恰
も
当
初
の
姿
を
伝
え
て
い
る
よ
う
に

き
れ
い
で
あ
る
。

縁
裂
、
飾
り
紐
、
地
裂
、
友
禅
と
刺
繍
の
加
飾
、
襟
と
袖
口
裂
、
胴
裏
、
袖

裏
と
裾
裏
の
裂
は

E
l
U
と
同
じ
で
あ
る
。

丈
は
背
縫
位
置
で
裾
の
下
端
ま
で
一
八
六
セ
ン

チ
、
前
丈
は
上
前
(
左
身
頃
〉
の
肩
山
か
ら
下
端
ま
で
一

O
六
セ
ン
チ
、

桁
は
九
九
・
五
セ
ン

チ
、
後
身
幅
は
三
六
セ
ン
チ
、
袖
丈
は
五
八
セ
ン
チ
、
重
量
は
六
八

0
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

ーに E 

襲li
和
歌
祭
舞
楽
装
束

右
方
(
図
版
咽
b
、
挿
図
犯
)

下
襲
四
領
中
こ
の

E
l
M
は
最
も
損
傷
が
少
く
き
れ
い
で

あ
る
。

次
の

E
l
U
と
共
に
全
体
に
青
い
色
調
の
多
い
右
方
の
装
束
で
あ
る
。
縁
裂
に
、

E

|

日
、
ロ
、
日
の
右
方
の
半
腎
の
縁
裂
と
同
じ
青
地
の
桐
竹
唐
草
文
唐
織
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

飾
り
紐
は
前
出
E
l
M
、
お
の
左
方
の
下
襲
と
同
じ
段
に
山
道
文
様
の
組
紐
で
、

地
裂
も
同
様
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下

白
地
桐
竹
唐
草
文
倫
子
で
あ
る
。

袖
、
前
の
腰
、
後
の
腰
と
裾
に
は
、

E
l
u
、
日
と
同
様
の
友
禅
と
刺
繍

で
桐
竹
唐
草
の
菱
に
松
喰
烏
の
模
様

が
配
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
友
禅
の
配

色
が
左
方
は
桐
竹
唐
草
菱
の
外
郭
部

分
が
薄
藍
で
あ
り
、
右
方
は
貰
に
な

っ
て
い
る
な
ど
の
相
違
が
あ
る
。
襟

と
袖
口
の
赤
地
繁
菱
文
倫
子
、
胴
裏

の
白
麻
は
、
地
裂
の
白
倫
子
同
様
左

方
右
方
の
別
な
く
四
領
共
裂
で
あ

る
。
袖
裏
と
裾
裏
は
こ
の

E
l
M
と

幻
の
右
方
用
二
領
に
は
水
浅
葱
平
絹

(
羽
二
重
の
よ
う
な
平
絹
で
、
密
度
は

セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
は
五
O
本
前
後
、
緯

糸
は
三
O
越
前
後
、
後
染
。
〉
が
用
い
ら

向って左より楊柳，小面，佐藤

れ
て
い
る
。
丈
は
背
縫
位
置
で
裾
の

下
端
ま
で
一
八
九
セ
ン
チ
、
前
丈
は

上
前
(
左
身
頃
〉
の
肩
山
か
ら
下
端
ま

で一

O
一
セ
ン
チ
、
桁
は
一

O
O
セ

ン
チ
、

後
身
幅
は
三
七

・
五
セ
ン

チ
、
袖
丈
は
五
八
セ
ン
チ
、
重
量
は

茶萱口覆

六
三

0
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

Eー

η

下
襲

和
歌
祭
舞
楽
装
束

右
方

E
l
M
と
同
じ
手
の

挿図41

右
方
の
下
襲
で
あ
る
が
、
裾
な
ど
に

著
し
い
損
傷
が
あ
る
。
丈
は
背
縫
位
置
で
一
八
六
セ
ン
チ
、
前
丈
は
上
前
(
左
身
頃
〉
の
肩
山
か

ら
下
端
ま
で
一

O
二
セ
ン
チ
、
桁
は
九
八
セ
ン
チ
、
後
身
幅
は
一
二
六
セ
ン
チ
、

袖
丈
は
五
五
セ

ン
チ
、
重
量
は
五
九

0
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

E
l
m
 

石
帯

和
歌
祭
舞
楽
装
束

左
方
(
挿
図
却
中
央
の
列
の
向
っ
て
左
)

左
方
用
の
全
体
に
赤
色
の
多
い
石
帯
で
、
幅
四

四
セ
ン
チ
、
長
さ
五
二
・
五
セ
ン
チ
、
丸
斬
六
個
が
中
に
巡
方
は
二
個
ず
つ
両
側
に
、

上
手
は

四
・
五
セ
ン
チ
幅
の
長
さ
六
八
セ
ン
チ
、
重
量
は
二
四
五
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

E
l
m
 

石
帯

和
歌
祭
舞
楽
装
束

右
方
〈
挿
図
訪
中
央
の
列
の
向
っ
て
右
)

右
方
用
の
全
体
に
青
色
の
多
い
石
帯
で
、
幅
四

四
セ
ン
チ
、
長
さ
五
二
・
五
セ
ン
チ
、
丸
朝
六
個
が
中
に
巡
方
は
二
個
、
ず
つ
両
側
に
、

上
手
は

四
・
六
セ
ン
チ
幅
の
長
さ
六
八
セ
ン
チ
、
重
量
は
二
五

0
グ
ラ
ム

で
あ
る
。

鳥ヰ
甲 20

和
歌
祭
舞
楽
装
束

左
方
(
挿
図
却
、
上
の
列
の
向
っ
て
左
)

左
方
用
の
全
体
に
赤
色
部
分
の
多
い
鳥
甲
で
、
頭

囲
り
位
置
の
片
面
幅
は
三
二
セ
ン
チ
、
頭
部
高
さ
二
七
・
五
セ
ン
チ
、

垂
部
の
幅
は
三
二
セ
ン

チ
で
高
さ
は
二
ハ
セ
ン
チ
、
重
量
は
四
二

0
グ
ラ
ム
。

表
に
用
い
ら
れ
て
い
る
裂
地
は
文
丈
が

七
セ
ン
チ
か
ら
七
・
三
セ
ン
チ
、
実
間
幅
は
七
セ
ン
チ
の
雲
文
銀
欄
で
、

地
色
は
赤
と
青
〈
緑
〉

と
紫
の
三
種
〈
同
文
異
色
の
銀
欄
、
揚
み
糸
は
別
揚
み
で
何
れ
も
白
絹
糸
〉
が
用
い
て
あ
る
。

葵
文
は

外
径
八
・
八
セ
ン
チ
、
内
径
六
・
八
セ
ン
チ
で
あ
る
。

E
ー
幻

鳥
甲

和
歌
祭
舞
楽
装
束

右
方
(
挿
図
泊
、
上
の
列
の
向
っ
て
右
〉
右
方
用
の
全
体
に
青
色
部
分
が
多
い
鳥
甲
で
、

形
、
大
き
さ
、
葵
文
、
重
量
は

E
l
m
と
同
じ
で
あ
る
。

E
l
m
和
歌
祭
舞
楽
装
束

靴
(
挿
図
却
下
の
列
の
向
っ
て
左
〉

里
山
革
の
深
靴
で
、

口
の
部
分
に
は
一

0
・
七
セ
ン
チ
幅
で
白

地
紗
綾
形
地
に
牡
丹
唐
草
文
銀
欄
が
用
い
て
あ
る
(
こ
の
牡
丹
唐
草
文
は
笹
蔓
手
風
の
文
様
。
揚
み

糸
は
別
揚
み
で
赤
絹
糸
。
)
。

19 

足
の
長
さ
は
二
六
セ
ン
チ
、

深
さ
二
五
セ
ン
チ
、
甲
の
幅
一

O
セ
ン

九



美

研

究

号

術

挿図42 a茶査口覆を伸ばしたところ。何れも裂のタテ方向はヘ¥。上段向

って左から華山，楊相1，下段向って左から小面，佐藤

b aの写真4枚から文様の復元が出来てその復元図。

製図は染色家の斎藤孝子氏。

チ
、
甲
の
幅
測
定
の
位
置
で
の
甲
囲
り
の
外
周
は
二
六
セ
ン
チ
、

重
量
は
一
足
で
五
一

O
グ
ラ

ム
で
あ
る
。

糸ヰ
鮭 23

和
歌
祭
舞
楽
装
束

(
挿
図
泊
、
下
の
列
の
向
っ
て
右
〉

白
木
綿
製
で
、

底
は
革
、

蘭
表
の
草
履
の
よ
う
な
中
敷

が
入
っ
て
い
る
。

足
の
長
さ
は
二
四
・
五
セ
ン
チ
、
甲
の
幅
一

0
セ
ン
チ
、
甲
の
幅
を
測
定
し

た
位
置
で
の
甲
囲
り
の
外
周
は
二
六
セ
ン
チ
、
重
量
は
一
足
で
二
五

0
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

右
の
和
歌
祭
舞
楽
装
束
二
十
三
点
は
、
装
束
の
形
態
や
染
・
織
・
繍
の
技
法
、
そ

し
て
文
様
の
点
な
ど
か
ら
江
戸
前
期
の
諸
様
相
が
窺
わ
れ
、
ま
た
そ
れ
ら
に
は
四
天

註
お

王
寺
所
蔵
の
慶
長
期
舞
楽
装
束
に
近
似
し
た
諸
点
も
観
察
さ
れ
る
の
で
こ
れ
ら
は
、

二
O

元
和
七
年
三
六
二
一
)
か
ら
毎
年
五

20 

月
十
七
日
に
行
わ
れ
続
け
て
来
て
い

る
和
歌
祭
の
比
較
的
初
期
に
整
え
ら

れ
た
舞
楽
装
束
の
一
部
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
挿
図

ωは
紀
州
東
照
宮

蔵
「
東
照
社
縁
起
」

(
住
吉
広
通
|

品
目
時

7
寛
一
許
年
筆
〉
第
五
巻
の
和
歌
祭

に
お
け
る
舞
楽
図
の
部
分
で
、

こ
れ

ら
の
装
束
と
関
連
深
い
こ
と
か
ら
参

考
ま
で
に
供
し
た
。

四

む
す
び

さ
て
次
に
、
今
回
の
報
告
論
文
の

の
伝
来
概
要
」

の
伝
来
別
グ
ル
ー
プ

「B
」
項
で
触
れ
た
〈
美
術
研
究
三
O
六
号
二
八

う
ち
「
二

紀
州
東
照
宮
蔵
服
飾
類

頁
上
段
〉
茶
査
四
日
(
挿
図
必
〉
の
口
覆
四
枚
(
図
版
V
、
挿
図
4
〉
を
紹
介
し
よ

う。

神
社
財
産
登
録
台
帳
(
本
簿
〉
に
は
、

B
グ
ル

ー
プ
の
他
の
品
目
同
様
に
、

徳
川
将

軍
家
よ
り
の
拝
領
品
で
明
治
四
年
五
月
に
紀
州
旧
藩
主
の
正
二
位
徳
川
茂
承
が
東
照

註
部

宮
に
寄
附
し
た
も
の
と
し
て
、
茶
壷
「
華
山
」
「
楊
柳
」

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
華
山
に
は

「
焼
唐
物
、

民
街
卯
こ
ま

E
4
&
n
-

，F+晶
n
T
a

、h
MU
.

、，UM
-
-

口
径
り
寸
法
三
寸
八
分
、

「
焼
朝
鮮
、

鮮

口
径
り
寸
法
三
寸
八
寸
、

口
覆
緩
金
」
、

四
寸
三
分
、

口
一
覆
綾
金
」
と
付
し
て
あ
る
。

「
小
面
」

「
佐
藤
」
が
記
入

口
径
り
寸
法
四
寸
三
分
、

口
覆
綾
金
」
、

口
覆
緩
金
」
、

小
面
に
は

「
焼
朝

佐
藤
に
は

「
焼
唐
物
、

口
径
り
寸
法
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挿図43

茶査 高さ 41cm，口径 13.2cm，底径 15.6cm華山(花山)a 

高さ 40，2cm，口径 13.2cm，底径 15.2cm楊柳茶壷b 

高さ 38.2cm，口径 12.2cm，底径 15cm小面茶査C 

高さ 42cm，口径 12.8cm，底径 15.2cm佐藤茶萱d 

華山(花山〉底裏部分茶査e 

底裏部分小面査茶

斜め上方よりの部分佐藤茶査g 

上段向って左より華山，楊柳，下段向って左より小面，佐藤茶壷口蓋外側h 

上段向って左より華山，楊柳，下段向って左より小面，佐藤茶査口蓋内側

茶査の採寸は西川秀紀宮司のノートによる。

各茶壷内箱蓋裏に貼付しである。茶入日記

21 



美

術

研

究

号

と
こ
ろ
で
、
茶
萱
四
口
の
写
真
を
東
京
国
立
博
物
館
工
芸
課
長
で
陶
磁
専
門
の
林

22 

世屋
紀晴

中氏
国に
のお
河目
南に
でか
製け
作た
さと
れこ
たろ
所
謂こ
ルれ
ソら
ン許四
壷訪日
で、』ま

何
これ
の も
手十
の五
も世
の紀
はカ￥
現ら
在十
名六

古
屋
の
徳
川
美
術
館
に
も
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

口
覆
に
使
用
さ
れ
て
い
る
裂

地
に
つ
い
て
は
御
存
知
な
か
っ
た
の
で
、
早
速
徳
川
美
術
館
に
出
向
き
〈
昭
和
五
三
年

れ
、
こ
れ
が
茶
査
道
中
と
い
っ
て
年
中
行
事
の
一
つ
と
な
っ
た
た
め
、

一
層
重
ん
じ

茶査袋(小面〉底が見える側 挿図44 茶査の収納時つめもの茶査底敷ぶとん，棒状枕

茶査収納箱〈外箱と内箱〉 向って左より華山.楊柳.小面.佐藤の各組合わせ

一
一
月
二
四
日
)
、

紀
州
東
照
宮
の
茶
査
や
茶
壷
口
覆
の
カ
ラ
!
と
モ
ノ
ク
ロ
の
写
真
を

お
目
に
か
け
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
「
口
覆
は
そ
の
よ
う
な
裂
で
は
な
く
金
欄
と
紋
子
で

あ
る
」
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
ど
の
手
の
金
欄
か
、
鍛
子
か
、
陳
列
時
の
ス
ナ
ッ

プ

写
真
な
り
と
拝
見
出
来
れ
ば
見
当
も
つ
く
こ
と
だ
が
、
そ
れ
は
又
の
機
会
を
侯
つ
こ

と
に
し
て
、
紀
州
徳
川
家
伝
来
の
将
軍
家
か
ら
の
拝
領
品
茶
壷
四
口
は
、
所
謂
ル
ソ

ン
査
で
、
同
じ
手
の
茶
萱
が
尾
張
の
徳
川
家
に
も
伝
来
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら

の
口
覆
は
紀
州
徳
川
家
の
は
四
枚
と
も
に
金
華
山
(
台
帳
で
い
う
綾
金
〉

で
あ
る
が
、

尾
張
徳
川
家
の
は
金
欄
と
鍛
子
で
紀
州
の
と
は
異
質
の
裂
地
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と

が
今
回
の
調
査
で
凡
そ
の
と
こ
ろ
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
幸
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
茶
萱
及
び
茶
査
の
口
覆
い
の
説
明
を
簡
単
に
加
え
て
お
く
と
、
茶
査
は
葉

茶
を
貯
蔵
し
運
搬
す
る
査
で
、
高
さ
が
四

0
セ
ン
チ
前
後
、

口
は
比
較
的
小
さ
く
胴

が
張
っ
て
い
る
。

呂
宋
の
萱
(
実
際
の
製
作
地
は
中
国
の
河
南
〉
を
茶
人
が
取
り
上
げ
て
抹
茶
の
葉
茶
を
貯

も
と
も
と
は
桃
山
時
代
に
南
方
か
ら
容
器
と
し
て
輸
入
さ
れ
た

蔵
・
運
搬
す
る
の
に
用
い
た
こ
と
か
ら
そ
の
流
行
を
見
る
に
至
っ
た
。
茶
人
が
掛
物

や
茶
入
れ
と
同
様
に
茶
査
を
名
器
と
し
て
持
っ
た
上
に
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら

は
宇
治
で
と
れ
た
新
茶
を
将
軍
や
大
名
に
届
け
る
の
に
こ
れ
ら
の
茶
査
が
用
い
ら

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
従
っ
て
和
物
で
も
瀬
戸
、
信
楽
、
丹
波
、
仁
清
な
ど
で
茶

挿図45
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査
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
何
れ
も
珍
重
さ
れ
た
。
貯
蔵
器
と
し
て
は
陶
質
の
上
か
ら

呂
宋
萱
(
中
国
河
南
製
)
が
最
も
適
し
て
い
る
が
、
鑑
賞
用
と
し
て
は
瀬
戸
や
仁
清
、

殊
に
仁
清
が
そ
の
美
術
価
値
を
非
常
に
高
く
買
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
茶
道
で
は
こ
の

茶
査
を
飾
っ
て
口
切
の
茶
事
と
い
う
の
を
行
う
が
、
こ
れ
は
五
月
に
新
茶
の
葉
茶
を

入
れ
て
封
じ
込
め
(
木
の
蓋
を
し
て
和
紙
で
目
貼
り
し
て
て

秋
(
十
一
月
開
炉
と
と
も
に
)

そ
の
封
を
切
っ
て
こ
れ
を
ひ
き
、
客
に
供
す
る
行
事
で
あ
る
。
な
お
葉
茶
は
幾
っ
か

の
小
袋
に
分
け
て
つ
め
、
上
茶
ほ
ど
査
の
ま
ん
中
に
入
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
茶
萱

口
切
の
茶
事
で
茶
壷
飾
り
の
折
に
茶
査
の
口
を
覆
い
飾
る
裂
の
こ
と

註
犯

で
、
金
・
銀
欄
、
鍛
子
等
の
格
調
の
高
い
美
し
い
裂
で
作
ら
れ
た
。
紀
州
東
照
宮
の

の
口
覆
は
、

茶
査
や
茶
萱
口
覆
の
収
納
箱
等
に
も
茶
入
日
記
等
の
記
録
が
見
ら
れ
る
(
挿
図
必
J
〉0

紀
州
徳
川
家
に
伝
来
し
た
こ
れ
ら
四
口
の
茶
査
に
付
属
す
る
四
枚
の
口
覆
は
何
れ

註
却

も
牡
丹
唐
草
文
様
金
華
山
裂
で
、
同
一
の
裂
か
ら
裁
断
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
台
帳

に
緩
金
と
記
入
さ
れ
た
撚
金
糸
で
地
の
部
分
が
埋
め
つ
く
さ
れ
て
い
る
見
事
な
紋
ピ

ロ
ー
ド
で
、
撚
金
糸
の
外
、
白
、
赤
、
緑
の
三
色
で
文
様
が
表
出
さ
れ
て
い
る
。

覆
は
写
真
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
複
雑
図
形
の
曲
線
裁
断
で
、
ま
た
そ
の
中
央
に
は
何

れ
に
も
大
輪
の
花
が
位
置
す
る
よ
う
按
排
さ
れ
て
裁
つ
で
あ
る
。
裏
裂
に
赤
と
紫
の

二
種
類
の
平
絹
が
用
い
て
あ
り
、
中
に
は
金
華
裂
の
裏
打
の
和
紙
が
入
っ
て
い
る
。

口
緒
は
紅
と
紫
の
二
種
類
の
組
紐
が
用
い
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
現
在
も
当
初

の
が
残
っ
て
い
る
の
は
赤
い
口
緒
の
花
山
だ
け
で
あ
る
(
図
版

V
Y
仕
立
も
当
初
の

ま
ま
の
う
ぶ
な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
口
覆
の
裂
は
極
め
て
珍
し
い
裂
地
の
金
華
山
裂
で
、
文
様
も
古
様
が
備
っ
て

お
り
、
桃
山
頃
の
極
上
品
の
渡
り
も
の
と
見
倣
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
山
辺
知
行
多

摩
美
大
教
授
に
カ
ラ

l
写
真
、

モ
ノ
ク
ロ
写
真
を
お
目
に
か
け
て
報
告
し
た
時
に

紀

州

東

照

宮

の

服

飾

類

下

は
、
遺
品
資
料
と
し
て
金
華
山
で
こ
の
よ
う
に
古
い
の
は
先
ず
な
い
の
で
は
と
驚
か

れ
、
品
質
、
保
存
の
良
好
さ
に
も
驚
嘆
さ
れ
た
。
次
い
で
、
元
川
島
織
物
研
究
所
研

究
員
で
上
代
織
技
研
究
の
権
威
佐
々
木
信
三
郎
氏
に
も
同
様
に
し
て
報
告
し
た
と

ろ
、
こ
れ
は
大
変
な
手
数
、
経
錦
の
よ
う
な
手
法
を
(
白
、
赤
、
緑
の
三
色
で
牡
丹
唐
草

文
様
の
ビ
ロ
ー
ド
を
織
っ
て
い
る
か
ら
丁
度
上
代
裂
の
経
錦
の
よ
う
に
三
重
経
に
す
る
こ
と
に
な

る
〉
ビ
ロ
ー
ド
の
輪
奈
織
り
で
や
り
な
が
ら
金
糸
を
地
一
面
に
入
れ
て
行
っ
て
い
る

の
だ
か
ら
、
大
変
な
こ
と
を
や
っ
た
も
の
だ
と
驚
嘆
さ
れ
て
お
っ
し
ゃ

っ
た
。
現
在

の
と
こ
ろ
こ
の
類
品
は
他
に
は
な
い
。

文
様
は
四
枚
の
口
覆
い
か
ら
全
容
が
復
元
さ
れ
た
の
で
挿
図
的
出

b
に
示
し
た
。

口
に
牡
丹
唐
草
文
と
は
言
っ
て
も
菊
唐
草
や
芙
蓉
唐
草
、
蓮
華
唐
草
等
の
組
み
合
わ

さ
っ
て
い
る
も
の
も
多
く
、
こ
の
場
合
も
牡
丹
唐
草
、

有
薬
唐
草
、
芙
蓉
唐
草
(
八

重
の
〉
、
蓮
華
唐
草
が
そ
れ
ぞ
れ
単
独
の
折
枝
模
様
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
四
種
の

折
枝
模
様
が
巧
み
に
組
み
込
ま
れ
て
一
単
位
と
な
り
四
方
に
連
続
展
開
す
る
構
成
と

口

な
っ
て
い
る
。
図
様
は
花
、
菅
、
葉
、
茎
の
自
然
物
の
曲
線
が
程
よ
く
強
調
さ
れ
た

.
便
化
で
蔓
状
の
輪
郭
線
が
生
き
生
き
と
し
て
お
り
、
大
輸
の
花
を
つ
け
た
四
種
の
折

枝
は
伸
び
伸
び
と
華
や
か
で
あ
る
。
花
の
折
枝
は
裂
の
経
方
向
に
は
互
の
目
に
配
さ

れ
、
緯
方
向
で
は
一
段
お
き
に
向
が
逆
に
置
か
れ
て
い
る
。
地
を
撚
金
糸
で
埋
め
、

花
と
菅
は
、
白
は
赤
の
輪
郭
線
で
、
赤
は
白
の
輪
郭
線
で
、

そ
し
て
葉
と
茎
は
緑

で
、
葉
脈
を
赤
と
白
の
線
で
繊
細
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
花
と
奮
の
色
は
緯
方
向
二

つ
ず
つ
赤
、
白
と
並
ん
で
い
る
の
で
、
そ
れ
が
経
方
向
で
は
互
の
目
に
並
ん
で
ジ
グ

ザ
グ
に
点
在
す
る
配
置
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
図
柄
に
こ
の
色
彩
構
成
は
よ
く
合
っ

て
お
り
、
地
の
部
分
が
金
色
に
輝
く
多
色
紋
ビ
ロ
ー
ド
の
質
感
に
更
に
重
厚
さ
と
華

麗
さ
を
加
え
典
雅
な
格
調
の
高
さ
を
表
出
し
て
い
る
。
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美

究

号

fホT

研

牡
丹
唐
草
文
様
金
華
山
裂

文
様
の
大
き
さ
と
地
合
等

文
丈
は
二
九
・
五
セ
ン
チ
前
後
、
案
間
幅
は
三
二
セ
ン
チ
、

花
の
径
は
最
長
が
九
・
八
セ
ン

チ
、
最
短
が
七
・
二
セ
ン
チ
。

赤

白
、
緑
の
絹
糸
三
色
を
丁
度
上
代
裂
の
経
錦
を
織
る
よ
う
に
三
重
経
に
し
て
複
雑
な
牡

丹
唐
草
文
様
を
輪
奈
ビ
ロ
ー
ド
で
織
り
出
し
、

そ
の
文
様
部
分
は
す
べ
て
輪
奈
を
切
っ
て
毛
羽

立
た
せ
て
い
る
。

地
に
は
撚
金
糸
が
一
セ
ン
チ
聞
に
一

O
本
弱
つ
一
セ
ン
チ
聞
に
一
九
本
)
入
っ

て
い
る
。

撚
金
糸
は
細
く
裁
断
さ
れ
た
金
箔
が
紅
染
と
思
わ
れ
る
透
明
度
の
あ
る
紅
色
絹
糸
の

芯
に

Z
撚
に
巻
き
つ
け
て
あ
る
。

揚
糸
は
赤
色
の
地
揚
み
の
よ
う
で
、

一
セ
ン
チ
聞
に
九
本
前

後
入
っ
て
い
る
。

口
覆
裏
裂
二
種

ω赤
平
絹

節
が
所
々
に
あ
る
糸
で
、

経
糸
は
緯
糸
よ
り
幾
分
細
く
、
密
度
は
一
セ
ン
チ
間

に
、
経
糸
は
三
五
本
前
後
、
緯
糸
は
三
二
越
前
後
、
後
染
。

華
山
と
小
面
の
裏
裂
に
使
用
。

帥
紫
平
絹

羽
二
重
風
の
平
絹
で
、
経
糸
は
緯
糸
よ
り
幾
分
細
く
、

密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、

経
糸
は
四
二
本
前
後
、
緯
糸
は
二
八
越
前
後
、
後
染
。
楊
柳
と
佐
藤
の
裏
裂
に
使
用
。

茶
壷
口
覆
各
個
の
略
解

ω華
山
(
口
覆
の
箱
の
蓋
に
は
華
山
と
書
か
れ
て
い
る
。
図
版
V
)

中
央
に
白
い
花
の
有
薬
の
折
枝
が

配
さ
れ
る
よ
う
に
金
華
山
裂
が
裁
断
さ
れ
て
い
る
。

裏
裂
に
赤
平
絹
使
用
、

口
覆
の
箱
の
蓋
に

口
緒
紅
と
書
か
れ
て
お
り
、
当
初
の
口
緒
と
思
わ
れ
る
紅
絹
紐
が
付
い
て
い
る
。

大
き
さ
は
口

蓋
を
覆
う
部
分
の
径
が
一
五
セ
ン
チ
、

竪
と
横
の
長
さ
は
共
に
三
三
セ
ン
チ
(
挿
図
的
悩

a
の
よ
う

に
伸
ば
し
て
四
二
・
五
セ
ン
チ
)

最
も
凹
ん
だ
部
分
を
結
ん
だ
対
角
線
上
の
長
さ
は
共
に

五
セ
ン
チ
(
挿
図
的悩

a
の
よ
う
に
伸
ば
し
て
コ
三
一
セ
ン
チ
〉
、
重
量
は
五
八
グ
ラ
ム
。

ω楊
柳

中
央
に
赤
い
花
の
八
重
芙
蓉
の
折
枝
が
配
せ
れ
る
よ
う
に
金
華
山
裂
が
裁
断
さ
れ
て

い
る。

裏
裂
に
紫
平
絹
使
用
、
こ
の
口
覆
の
箱
の
蓋
に
は
口
緒
紫
と
あ
る
が
現
在
は
無
い
。
大

き
さ
は
口
蓋
を
覆
う
部
分
の
径
が
一
五
セ
ン
チ
、

竪
と
横
の
長
さ
は
共
に
三
四
セ
ン
チ
(
伸
ば

し
て
四
0
・
五
セ

ン
チ
〉
、
最
も
凹
ん
だ
部
分
を
結
ん
だ
対
角
線
上
の
長
さ
は
共
に
一
二
・
五
セ
ン

チ
〈
伸
ば
し
て
二
九
・
五
セ

ン
チ
〉
、
重
量
は
五
三
グ
ラ
ム
。

二
四

ω小
面

中
央
に
赤
い
花
の
蓮
華
の
折
枝
が
配
さ
れ
る
よ
う
に
金
華
山
裂
が
裁
断
さ
れ
て
い
る
。
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裏
裂
は
華
山
と
同
じ
赤
平
絹
、
こ
の
口
覆
の
箱
の
蓋
に
は
口
緒
紅
と
あ
る
が
現
在
は
無
い
。

大

き
さ
は
口
蓋
を
覆
う
部
分
の
径
が
一
五
セ
ン
チ
、

竪
と
横
の
長
さ
は
共
に
三
五
・
五
セ
ン
チ

(
伸
ば
し
て
四
三
セ
ン
チ
〉
、

最
も
凹
ん
だ
部
分
を
結
ん
だ
対
角
線
上
の
長
さ
は
共
に
二
三
・
五
セ

ン
チ
(
伸
ば
し
て
三
一
了
五
セ
ン
チ
〉
、
重
量
は
五
八
グ
ラ
ム
。

ω佐
藤

中
央
に
白
い
花
の
持
薬
の
折
枝
が
配
さ
れ
る
よ
う
に
(
川
華
山
と
同
じ
〉
金
華
山
裂
が
裁

断
さ
れ
て
い
る
。

裏
裂
は
楊
柳
と
同
じ
紫
平
絹
、
こ
の
口
覆
の
箱
の
蓋
に
は
口
緒
紫
と
あ
る
が

現
在
は
無
い
。

大
き
さ
は
口
蓋
を
覆
う
部
分
の
径
が
一
五
セ
ン
チ
、
竪
と
横
の
長
さ
は
共
に
三

一
セ
ン
チ
(
伸
ば
し
て
三
九
セ
ン
チ
)
、

最
も
凹
ん
だ
部
分
を
結
ん
だ
対
角
線
上
の
長
さ
は
共
に

一
・
五
セ
ン
チ
(
伸
ば
し
て
二
九
・
五
セ
ン
チ
〉
、
重
量
は
五
三
グ
ラ
ム
。

更
に
茶
査
に
付
随
す
る
染
織
品
が
あ

っ
た
の
を
知

っ
た
の
は
、

昭
和
五
四
年
三
月

下
旬
、

七
回
目
の
紀
州
東
照
宮
染
織
品
調
査
に
趣
い
た
折
で
、
茶
査
の
撮
影
に
か
か

ろ
う
と
茶
査
納
入
の
外
箱
、
内
箱
(
挿
図
必
照
参
)
と
開
け
て
行

っ
た
時
、
茶
査
と
内

箱
と
の
聞
に
、

詰
め
も
の
の
棒
状
枕
や
、
茶
査
の
底
に
敷
い
で
あ

っ
た
茶
査
底
敷
ぶ

と
ん
、
茶
壷
袋
、
風
口
口
敷
の
類
が
続
々
と
出
て
き
た
。
そ
の
中
に
は
後
世
の
詰
め
も

註
却

の
や
袋
、
風
呂
敷
も
あ
る
が
、
当
初
か
ら
の
も
の
と
思
わ
れ
る
も
の
は
紋
ビ
ロ

l

ド

ビ
ロ
ー
ド
、
鍛
子
等
何
れ
も
桃
山
期
の
優
れ
た
染
織
品
で
、
茶
色
ビ
ロ
ー
ド
に

見
ら
れ
る
鉄
媒
染
の
た
め
の
朽
損
以
外
は
保
存
状
態
も
よ
く
、
仕
立
も
当
初
の
ま
ま

う
ぷ

の
生
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
次
に
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

ω茶
萱
底
敷
ぶ
と
ん
(
図
版
羽

a
、
挿
図
ぢ

註
叫

一
辺
が
二
六
セ
ン
チ
前
後
の
四
角
で
、
木
綿
わ
た
が
入
っ
て
い
る
。

重
さ
は
七

0
グ
ラ
ム
、

九

0
グ
ラ
ム
が
二
枚
、
九
五
グ
ラ
ム
、

一
O
五
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
お
り
、

敷
ぶ
と
ん
は
計
五
枚
あ
り
、

茶
査
四
口
に
対
し
底

今
回
茶
査
を
出
し
た
時
に
は
楊
柳
の
底
に
濃
茶
ビ
ロ
ー
ド
と
赤
紋

ビ
ロ
ー
ド
の
二
枚
が
敷
い
で
あ
っ
た
。

五
枚
の
う
ち
濃
茶
ビ
ロ
ー
ド
が
二
枚
、
赤
ビ
ロ
ー
ド
が



一
枚
、
赤
紋
ビ
ロ
ー
ド
が
二
枚
で
あ
る
。

ビ
ロ
ー
ド
は
三
種
と
も
上
質
で
、

特
に
赤
の
紋
ビ
ロ
ー
ド
(
図
版
羽

a
、
挿
図
叫
)
は
流
麗
な

花
唐
草
文
様
の
上
質
紋
ビ
ロ
ー
ド
で
、
保
存
状
態
も
よ
い
。

文
丈
一
二
・
五
セ
ン
チ
、
実
間
幅

子一
地四
(セ
変ン

ヱチ
議註花
子42霊
で文
、の

花
の
長
手叉
H二

tヱ
ノ¥

五
セ

ン

チ

短
径
は
五
・
七
セ
ン
チ
、
地
は
嬬

文
様
が
輪
奈
ビ
ロ
ー
ド
、
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
は
七

O

本
前
後
、
緯
糸
は
四
三
越
前
後
で
あ
る
。

ωつ
め
も
の
用
棒
状
枕
(
挿
図
ぢ

ビ
ロ
ー
ド
製
で
木
綿
わ
た
が
中
に
入
っ
て
い
る
分
が
当
初
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

ビ
ロ
ー
ド
は

ω茶
査
底
敷
ぶ
と
ん
同
様
、
濃
茶
ビ
ロ
ー
ド
、
赤
ビ
ロ
ー
ド
、
赤
紋
ビ
ロ
ー
ド
の
三
種
で
、

何

れ
も
底
敷
ぶ
と
ん
と
同
裂
の
ビ
ロ
ー
ド
三
種
で
あ
る
。

木
綿
わ
た
を
棒
状
に
し
和
紙
で
く
る
ん

で
形
を
整
え
、
そ
の
上
か
ら
ビ
ロ
ー
ド
を
被
せ
た
仕
立
の
よ
う
で
あ
る
。

大
き
さ
は
、
直
径
が

七
・
五
セ
ン
チ
か
ら
八
・
五
セ
ン
チ
、
長
さ
が
三
七
セ
ン
チ
か
ら
四
五
セ
ン
チ
ま
で
種
々
、

重

さ
は
二
一

0
グ
ラ
ム
か
ら
三

0
0グ
ラ
ム
弱
ま
で
種
々
で
あ
る
。

ω茶
萱
袋
の
類

茶
壷
等
陶
磁
器
を
深
さ
の
あ
る
箱
に
出
し
入
れ
す
る
際
、

茶
壷
等
が
す
っ
ぽ
り
入
る
袋
に
入

れ

更
に
そ
れ
ら
を
包
み
込
む
の
に
充
分
な
大
き
さ
の
風
呂
敷
を
用
い
て
吊
り
上
げ
た
り
吊
り

下
し
た
り
す
る
方
法
を
採
る
と
出
し
入
れ
の
操
作
が
容
易
に
な
り
、

更
に
そ
の
袋
や
風
呂
敷
が

箱
と
の
聞
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
損
傷
の
危
倶
が
減
少
す
る
。

そ
う
い
っ
た
意
味
か
ら
で
あ

ろ
う
紀
州
東
照
宮
の
茶
査
四
口
に
も
そ
れ
ぞ
れ
に
袋
と
風
呂
敷
が
用
い
で
あ
っ
た
。

今
そ
れ
を

こ
こ
で
列
記
す
る
と
、

華
山
は
表
裏
共
裂
の
地
質
が
薄
く
て
柔
ら
か
な
水
浅
葱
平
絹
綿
入
袋

(
真
綿
入
り
)
に
入
れ
た
も
の
を
更
に
黄
木
綿
風
呂
敷
に
包
ん
で
内
箱
に
納
め
、

楊
柳
は
表
裏
共

裂
の
水
浅
葱
羽
二
重
袷
袋
に
入
れ
て
更
に
同
裂
の
真
綿
入
風
目
敷
で
包
ん
で
内
箱
に
、

小
面
は

薄
浅
葱
花
唐
草
文
鍛
子
袷
袋
に
入
れ
、

更
に
水
浅
葱
羽
二
重
真
綿
入
風
呂
敷
に
包
ん
で
内
箱

に
、
佐
藤
は
水
浅
葱
羽
二
重
袷
袋
に
入
れ
、

更
に
白
羽
二
重
真
綿
入
風
呂
敷
に
包
ん
で
内
箱
に

納
め
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
小
面
の
茶
萱
袋
(
図
版
羽
b
、
挿
図
必
〉
は
、

先
に
述
べ
た
茶
査
底
敷
ぶ
と

紀

州

東

照

宮

の

服

飾

類

下

ん
や
詰
め
も
の
用
棒
状
枕
に
使
用
さ
れ
て
い
る
紋
ビ
ロ

ー
ド
や
ビ
ロ
ー
ド
同
様
、

桃
山
期
の
上

質
外
来
裂
と
目
さ
れ
る
の
で
そ
の
概
略
を
記
し
て
お
く
。

表
裂
は
薄
浅
葱
牡
丹
唐
草
文
鍛
子

で
、
裏
裂
は
紫
(
経
糸
が
青
、
緯
糸
が
紅
の
平
織
)
琉
泊
の
袷
仕
立
、

口
紐
通
し
の
紐
は
S
撚
の
紫

細
紐
で
、

口
紐
は
丸
打
(
四
つ
打
)
の
薄
茶
紐
、
大
き
さ
は
底
裂
の
径
が
一
四
セ
ン
チ
、
底
裂
の

縫
目
か
ら
口
ま
で
の
長
さ
が
五

0
セ
ン
チ
、

胴
の
最
も
張
っ
た
位
置
の
周
囲
寸
法
が
一
一

O
セ

ン
チ
(
両
脇
に
縫
目
あ
り
そ
の
聞
の
幅
が
五
五
セ
ン
チ
〉
。

表
裂
は
牡
丹
唐
草
文
様
の
薄
浅
葱
色
の
椴
子
で
、

文
丈
は
二
四
・
五
セ
ン
チ
、
実
関
幅
は

七
・
五
セ
ン
チ
、
大
き
い
方
の
花
の
長
径
は
一

0
セ
ン
チ
で
、

短
径
は
八
セ
ン
チ
、
小
さ
い
方

の
花
の
長
径
は
八
・
五
セ
ン
チ
で
、
短
径
は
七
・
三
セ
ン
チ
、

地
は
経
の
五
枚
儒
子
、
文
は
そ

の
裏
組
織
で
緯
の
五
枚
嬬
子
、
経
糸
、
緯
糸
共
に
薄
浅
葱
で
、

密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸

は
七

O
本
前
後
、
緯
糸
は
二
八
越
前
後
で
あ
る
。

裏
裂
は
経
糸
青
、
緯
糸
紅
の
玉
虫
に
な
っ
た
紫
色
の
琉
泊
で
、

経
糸
は
細
く
、
緯
糸
は
径
糸

よ
り
幾
分
太
く
平
織
、
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
は
七
六
本
前
後
、

緯
糸
は
五
二
越
前
後

で
あ
る
。

以
上
の
調
査
に
よ
っ
て
、
紀
州
東
照
宮
に
蔵
さ
れ
る
服
飾
類
、
染
織
品
に
は
次
の

諸
事
項
が
結
論
と
し
て
述
べ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら

A
、

B
、

C
、

D
、

E
に
伝
来
別
分
類
し
た
諸
服
飾
類
、
染
織
品

註川町

の
総
計
概
数
九
十
余
点
は
、
調
査
の
結
果
何
れ
も
が
染
織
史
、
服
飾
史
的
見
地
か

先
ず
、

ムJ

、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
承
内
容
に
合
致
す
る
年
代
の
遺
品
と
考
察
さ
れ
る
。
即
ち

A
グ

ル
ー
プ
の
束
帯
の
装
束

及
び
小
袖
三
領
と
小
袴
一
腰
は
、

そ

れ

ら

の

形

態

、

縫

製
、
染
織
技
術
、
文
様
、
裂
地
の
立
場
か
ら
見
て
何
れ
も
江
戸
初
頭
以
前
の
も
の
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
社
伝
通
り
家
康
所
用
品
と
見
倣
す
こ
と
が
出
来
る
。

B
グ
ル
ー
プ
の
能
装
束
三
点
と
白
綾
小
袖
及
び
茶
壷
口
覆
等
茶
査
に
付
随
す
る
染
織

品
の
数
々
も

A
グ
ル
ー
プ
の
場
合
と
同
様
の
見
地
か
ら
江
戸
初
頭
以
前
の
も
の
と
見

25 
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美

研

究

号

術

倣
さ
れ
、

C
グ
ル
ー
プ
の
革
陣
羽
織
も
同
様
江
戸
初
頭
以
前
の
も
の
と
し
て
社
伝
通

り
家
康
所
用
品
と
見
倣
さ
れ
る
。
D
グ
ル
ー
プ
の
戦
陣
用
衣
類
は
至
極
珍
し
い
衣
料

の
数
々
で
あ
る
が
、
何
れ
に
も
形
態
、
縫
製
、
裂
地
に
南
蛮
服
飾
の
影
響
や
桃
山
期

か
ら
江
戸
初
頭
に
か
け
て
の
外
来
裂
の
様
相
、
更
に
当
時
の
わ
が
国
染
織
技
術
の
特

性
が
横
溢
し
て
お
り
、
桃
山
か
ら
江
戸
初
頭
の
戦
陣
用
衣
類
は
確
実
で
、
社
伝
通
り

徳
川
頼
宣
大
坂
陣
所
用
品
は
信
慾
性
が
あ
る
。
E
グ
ル
ー
プ
の
舞
楽
装
束
は
、
そ
の

形
態
、
染
織
、
繍
、
文
様
等
か
ら
比
較
的
古
様
が
観
察
さ
れ
江
戸
前
期
の
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。
E
に
と
り
あ
げ
た
二
十
三
点
は
元
和
七
年
の
紀
州
東
照
宮
建
立
当
時
、

和
歌
祭
祭
礼
用
舞
楽
装
束
と
し
て
多
数
作
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
中
の
残
存
遺
品
で
は
な

か
ろ
う
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
こ
れ
ら
の
遺
品
は
上
質
揃
い
で
、
中
で
も
五
種
類
ば
か
り
(
茶
壷
口
覆
四
枚

に
使
わ
れ
て
い
る
金
華
山
裂
、
家
康
所
用
能
装
束
法
被
の
局
江
錦
、
そ
の
裏
裂
の
紋
紗
、

家
康
所

用
小
袴
の
嬬
縞
子
、
頼
宣
所
用
陣
羽
織
の
金
入
嬬
珍
l
二
六
頁
下
段
参
照
l
)
は
極
上
質
の
外
来

裂
が
用
い
て
あ
り
、

ま
た
総
じ
て
保
存
状
態
が
良
好
で
あ
る
。
そ
し
て

E
グ
ル
ー
プ

の
舞
楽
装
束
を
除
き
殆
ど
が
当
初
の
仕
立
の
ま
ま
生
な
形
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

更
に
そ
れ
ら
の
中
に
は
頼
宣
所
用
の
襲
襟
三
点

(
D
1
4
、
5
、
6
)

の
よ
う
に
驚

異
的
に
珍
し
い
遺
品
や
、
同
じ
く
頼
宣
所
用
戦
陣
用
下
着
類

(
D
グ
ル
ー
プ
の
鎧
下
着
、

袴
下
等
〉
の
よ
う
に
、

従
来
は
そ
の
使
用
目
的
の
消
耗
度
か
ら
残
存
遺
品
は
僅
少
乃

至
は
皆
無
で
あ
っ
た
品
目
が
種
々
見
出
さ
れ
る
な
ど
服
飾
史
上
特
筆
す
べ
き
事
項
が

あ
り
、
そ
の
他
桃
山
期
の
も
の
で
は
従
来
の
遺
品
資
料
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
形

態
、
材
質
の
服
飾
類
が
多
数
出
現
し

(
A
ー
ロ
の
家
康
所
用
革
靴
、

c
l
1
の
家
康
所
用
革

陣
羽
織
、

A
l凶
の
家
康
所
用
縞
嬬
子
小
袴
等
〉
、

そ
れ
ら
に
は
所
謂
南
蛮
服
飾
の
影
響
が

濃
く
或
は
多
少
と
も
認
め
ら
れ
る
場
合
が
殆
ど
で
、
こ
の
桃
山
期
の
特
色
顕
著
な
衣

一一六

註
叫

料
群
新
発
見
は
服
飾
史
上
意
義
甚
大
で
あ
っ
た
。

ま
た
家
康
所
用
束
帯
装
束

(
A
i
26 

1
1ロ〉

こ
れ
ま
で
の
束
帯
遺
品
資
料
で
は
こ
の
時
代
ま
で
逆
る
も
の
は
皆
無

~i 

だ
っ
た
の
で
服
飾
史
上
か
ら
も
貴
重
で
あ
る
。

紀
州
東
照
宮
蔵
の
こ
れ
ら
服
飾
、
染
織
口
聞
は
勿
論
染
織
史
上
で
も
意
義
深
い
資
料

の
数
々
で
あ
っ
て
、
当
時
の
外
来
裂
の
逸
品
と
し
て
は
茶
萱
口
覆
の
金
華
山
裂
(
図

版
V
、
挿
図
4
、
必
〉
、
家
康
所
用
能
装
束
法
被
の
萄
江
錦

(
B
1
1
、
美
術
研
究
三
O
六

号
図
版
I
〉
、
そ
の
裏
裂
の
紅
染
牡
丹
唐
草
紋
紗
(
挿
図
円
似
て

家
康
所
用
小
袴
の
紅
黄

縞
縞
子

(
A
!
日
、
美
術
研
究
三
O
六
号
図
版
E
b
〉
、
頼
宣
所
用
陣
羽
織
の
紅
地
桃
文
様

金
入
縞
珍
ハ
D
1
1
、
美
術
研
究
一
三

O
号
図
版
I
)
等
、
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

こ
の
う
ち

茶
査
口
覆
の
金
華
山
裂
は
、
遺
品
資
料
と
し
て
も
こ
の
裂
の
よ
う
に
桃
山
期
ま
で
遡

る
古
い
も
の
は
こ
れ
ま
で
皆
無
で
あ
っ
た
。
ま
た
紗
綾
の
多
数
発
見
に
よ
っ
て
従
来

は
遺
品
資
料
僅
少
の
た
め
に
裂
幅
不
詳
で
あ
っ
た
も
の
が
判
明
し
、

且
つ
地
紋
に
紗

綾
形
文
様
の
な
い
紗
綾
の
例
に
も
当
た
る
こ
と
が
出
来
た
。
更
に
葵
紋
が
織
り
出
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
が
国
で
製
織
さ
れ
た
こ
と
が
見
当
づ
け
ら
れ
る
家
康
所
用
能

装
束
狩
衣
の
金
欄

挿図47 紅染牡丹唐草紋紗

(B-lの伝家康所用萄江錦法被の裏裂〉

は
、
現
在
の
と
こ

ろ
、
国
産
金
欄
の

最
古
の
も
の
と
い

え
、
裂
類
に
関
す

る
発
見
が
数
多
あ

っ
た
。
染
に
関
し

て
も
、
先
に
逸
品

と
し
て
挙
げ
た
金



華
山
裂
、
萄
江
錦
、
紋
紗
、
縞
儒
子
、
金
入
嬬
珍
に
用
い
ら
れ
て
い
る
赤
色
が
極
め

て
純
度
の
高
い
紅
で
染
め
で
あ
っ
た
こ
と
も
判
明
し
、

ま
た
家
康
所
用
の
小
紋
小
袖

(
A
!
日
〉
と
頼
宣
所
用
の
鎧
下
着
類
に
見
ら
れ
る
小
紋
染
等
型
染

(
D
l
7
J
ロ)
の

類
は
、
桃
山
か
ら
江
戸
初
頭
に
か
け
て
の
従
来
の
資
料
僅
少
を
補
う
得
難
い
数
々
で

あ
り
、
そ
れ
ら
資
料
か
ら
当
時
の
多
岐
に
亘
る
型
染
染
色
技
術
、
文
様
等
の
様
相
を

知
る
こ
と
が
出
来
た
。
頼
宣
所
用
の
繋
ぎ
鎧
下
着

(D
l
m
〉
の
上
体
衣
の
絞
り
染
と

紫
紗
綾
帯

(
D
l
M
〉
の
絞
り
染
か
ら
は
、
縫
締
の
針
目
の
観
察
や
縫
締
糸
の
抜
き
残

し
分
を
確
認
出
来
た
り
し
た
こ
と
か
ら
辻
ヶ
花
染
末
期
の
縫
締
絞
り
の
観
察
が
出

来
、
家
康
所
用
の
鉄
線
唐
草
絞
り
小
袖

(
A
l
M
)
に
は
江
戸
前
期
の
匹
用
絞
り
と
締

が
主
流
と
な
っ
た
小
袖
文
様
表
出
技
術
の
前
兆
を
見
、
摺
箔
裂
袋
八
枚
〈
D
|

時
〉
か

ら
は
、
文
様
の
多
様
さ
と
そ
の
組
合
わ
せ
、
摺
箔
技
術
の
ほ
か
袋
の
た
め
に
新
に
摺

箔
裂
を
作
っ
た
か
、
能
装
束
の
繰
り
廻
し
か
な
ど
今
後
の
考
察
が
種
々
あ
り
、
家
康

所
用
の
革
陣
羽
織
(
C
|
1
〉
に
は
金
唐
革
の
祖
型
を
見
、
そ
の
総
は
材
質
と
製
作
方

法
に
見
極
わ
め
得
な
い
点
が
残
る
等
、
予
期
せ
ぬ
知
見
の
続
出
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
服
飾
史
上
、
染
織
史
上
稀
に
見
る
資
料
的

・
美
術
的
価
値
の
高
い
資

料
の
一
群
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
質
量
と
も
に
、

昭
和
三
十
年
六
月
、
当
時
の
東
京
国

立
博
物
館
染
織
室
長
山
辺
知
行
氏
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
上
杉
神
社
蔵
の
上
杉
家
伝

註
伍

来
服
飾
類
以
来
の
、

ま
た
そ
れ
に
次
ぐ
服
飾
染
織
史
上
有
意
義
な
大
発
見
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。
こ
れ
ら
紀
州
東
照
宮
蔵
の
服
飾
類
、
染
織
品
に
よ
っ
て
上
杉
神
社
蔵
の

服
飾
類
よ
り
約
一
世
紀
後
の
服
飾
、
染
織
界
の
様
相
を
察
知
出
来
る
手
が
か
り
を
得

た
。
今
後
の
精
査
に
侯
っ
て
正
確
に
し
て
克
明
な
調
査
研
究
を
続
行
し
、
意
義
あ
る

成
果
を
斎
し
た
い
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

(
一
九
七
九
年
五
月
)

紀

州

東

照

宮

の

服

飾

類

下

註
お
唐
織
は
通
常
三
枚
綾
組
織
の
地
に
色
糸
の
絵
緯
を
織
り
込
ん
で
恰
も
刺
繍
で
文
様
を
表
現
し
た
よ
う
に

糸
を
柔
ら
か
く
浮
か
せ
た
重
厚
華
麗
な
絹
織
物
を
い
う
が
、
舞
楽
装
束
の
縁
裂
等
に
使
わ
れ
る
唐
織
は
薄

手
の
方
が
装
束
に
な
じ
む
た
め
で
あ
ろ
う
、
地
組
織
が
平
織
で
全
体
が
薄
手
に
な
っ
て
い
る
。

担
毎
日
新
聞
社
で
出
版
さ
れ
た
重
要
文
化
財
工
芸
E
の
的
大
阪
四
天
王
寺
の
舞
楽
装
束
の
小
さ
な
写
真
で

見
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
。

お
註
鈍
同
様
の
写
真
で
見
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
四
天
王
子
の
舞
楽
装
束
の
方
が
細
身
で
袖
丈
が
短
く
、

刺
繍
部
分
が
長
か
っ
た
り
形
態
の
上
で
古
様
が
あ
る
が
、
文
様
や
刺
繍
技
法
に
は
紀
州
東
照
宮
の
も
の
に

も
四
天
王
子
の
舞
楽
装
束
が
持
つ
文
様
の
生
気
や
共
通
す
る
様
式
が
あ
り
、
染
色
や
刺
繍
に
も
共
通
し
た

技
法
の
素
朴
さ
と
表
現
の
の
び
や
す
さ
が
あ
る
点
な
ど
。

お
台
帳
に
は
花
山
と
書
か
れ
茶
入
日
記
に
も
花
山
と
あ
る
が
、
そ
の
茶
査
の
底
裏
に
は
華
山
(
挿
図
必

e
)
と
あ
り
、
口
覆
の
箱
の
蓋
に
も
華
山
と
あ
り
、
何
れ
で
も
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。

幻
自
宋
査
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
、
何
れ
も
一
五

・
六
世
紀
に
中
国
の
河
南
で
作
ら
れ
た
丈
が
四

O
セ
ン

チ
前
後
で
口
が
比
較
的
小
さ
く
腰
の
張
っ
た
査
の
こ
と
で
、
桃
山
時
代
、
南
方
と
の
交
易
船
が
輸
入
し
て

来
た
。
そ
れ
を
当
時
の
茶
人
が
採
り
あ
げ
て
抹
茶
の
葉
茶
を
貯
蔵
運
搬
す
る
の
に
用
い
た
。

お
以
上
、
茶
査
及
び
口
一
種
の
説
明
は
、
平
凡
社
の
世
界
大
百
科
第
十
四
巻
八
二
二
一
良
の
「
茶
壷
」
の
項

(
小
田
栄
一
氏
執
筆
〉
と
、
林
屋
晴
三
東
京
国
立
博
物
館
工
芸
課
長
談
話
に
基
い
た
。

ぬ
金
華
山
と
い
う
裂
は
、
現
在
の
西
障
で
通
常
紋
ビ
ロ
ー
ド
の
こ
と
を
い
う
。
紋
様
部
分
を
毛
切
又
は
輸

奈
と
し
て
地
を
嬬
子
織
と
し
た
も
の
。
紀
州
東
照
宮
の
茶
萱
底
敷
ぶ
と
ん
や
つ
め
も
の
用
棒
状
枕
の
紋
ビ

ロ
ー
ド
(
図
版
明
日

a
、
挿
図
弘
)
は
現
在
西
陣
で
い
う
と
こ
ろ
の
金
華
山
に
該
当
す
る
。

ま
た
金
華
山
織
に
つ
い
て
染
織
辞
典
(
日
本
織
物
新
聞
社
編
昭
和
六
年
二
月
)
で
は
「
紋
様
と
な
る

べ
き
部
分
の
毛
経
糸
は
紋
織
機
に
て
之
を
引
上
げ
、
鋼
針
又
は
薄
き
銅
板
を
織
込
み
て
輸
奈
を
作
り
、
地

合
の
部
分
に
は
撚
金
糸
を
二
梓
連
続
し
て
織
込
み
、
順
次
之
を
繰
返
え
し
、
銅
針
の
部
分
は
必
要
に
応
じ

毛
切
を
施
す
云
々
」
と
あ
り
、
撚
金
糸
が
地
に
織
込
ん
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
あ
る
。
文
献
で
は
古
い
も

の
と
し
て
は
前
田
育
徳
会
蔵
の
江
戸
前
期
噴
の
裂
帖
に
金
華
山
の
書
き
込
み
を
見
た
と
東
京
国
立
博
物
館

染
織
室
長
今
永
清
士
氏
が
言
わ
れ
て
い
る
の
が
、
今
の
と
こ
ろ
最
古
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ω
真
綿
を
棒
状
に
し
た
だ
け
の
も
の
(
挿
図
叫
の
中
段
向
っ
て
左
端
の
二
本
な
ど
)
や
比
較
物
新
し
い
時

代
の
羽
二
重
の
袋
、
黄
木
綿
の
風
口
口
敷
な
ど
も
現
在
使
わ
れ
て
い
る
。

引
当
時
木
綿
は
貴
重
品
で
、
中
国
や
朝
鮮
か
ら
の
船
載
品
が
主
で
、
国
産
で
は
朝
鮮
か
ら
持
ち
帰
っ
た
種

子
で
栽
培
し
た
三
河
の
木
綿
が
多
少
出
来
る
程
度
で
あ
っ
た
。
木
綿
わ
た
も
綿
織
物
も
上
流
者
の
も
の

で
、

一
般
人
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
木
綿
が
各
地
で
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
江
戸
中
期
以

降
で
あ
る
。

必
六
枚
縞
子
は
嬬
子
の
組
織
で
は
出
来
ず
、
六
枚
嬬
子
風
な
も
の
は
変
り
六
枚
儒
子
で
あ
る
。
こ
の
紋
ピ

ロ
ー
ド
の
地
組
織
も
変
り
六
枚
縞
子
に
な
っ
て
い
た
。

日
目
紀
州
東
照
宮
蔵
の
服
飾
類
、
染
織
品
は
、
大
小
種
々
の
端
裂
、
損
じ
て
二
つ
三
つ
に
切
り
離
れ
た
も
の

(
茶
査
の
つ
め
も
の
用
棒
状
枕
に
は
、
ち
ぎ
れ
て
一
本
が
二
つ
三
つ
に
分
離
し
な
が
ら
も
今
も
な
お
つ
め
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も
の
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
が
数
本
分
あ
る
)
、
紐
類
、
片
身
、
引
き
解
き
か
け
の
も
の
と
い
っ
た
員
数

と
し
て
正
確
に
は
数
え
難
い
も
の
も
多
々
あ
り
、
総
数
は
あ
く
ま
で
も
概
数
と
い
う
こ
と
に
し
た
。

た
ん
の
か
お
る

叫
西
洋
服
飾
史
が
専
門
の
丹
野
郁
埼
玉
大
学
教
授
に
は
、
筆
者
が
紀
州
東
照
宮
の
服
飾
類
第
一
回
調
査
か

ら
帰
っ
て
写
真
が
出
来
る
早
々
に
連
絡
を
し
、
そ
の
服
飾
類
中
に
見
ら
れ
る
南
蛮
の
影
響
の
多
大
な
る
こ

と
を
知
ら
せ
た
。
昭
和
五
十
一
年
三
月
下
旬
、
筆
者
が
第
四
回
目
の
調
査
に
紀
州
東
照
宮
に
趣
い
て
い
た

折
に
、
丹
野
教
授
は
石
井
と
め
子
、
景
平
一
恵
両
氏
を
助
手
役
に
同
伴
し
て
来
訪
さ
れ
、
西
川
秀
紀
宮
司

の
御
厚
意
に
よ
っ
て
西
洋
服
飾
史
の
立
脚
点
か
ら
二
日
間
の
見
学
、
調
査
を
さ
れ
た
。
教
授
年
来
の
研
究

に
早
速
紀
州
東
照
宮
の
南
蛮
影
響
服
飾
類
が
悉
く
加
え
ら
れ
、
同
年
十
一
月
、
教
授
の
学
位
論
文
で
も
あ

っ
た
「
南
蛮
服
飾
の
研
究
」
(
雄
山
閣
出
版
〉
が
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
同
教
授
は
昨
年
秋
(
昭
和
五
十
三

年
秋
)
リ
ス
ボ
ン
の
国
立
衣
裳
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
イ
コ
ム

・
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
国
際
会
議
で
「
南
蛮
服

飾
l
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
日
本
の
服
飾
文
化
に
与
え
た
影
響
|
」
と
題
し
研
究
発
表
さ
れ
た
折
、
紀
州
東
照

宮
の
頼
宣
所
用
襲
襟
を
二
点

(
D
1
5
、
D
l
6
)
を
持
参
さ
れ
、
世
界
で
も
稀
有
の
も
の
と
多
く
の
研

究
者
の
注
目
を
ひ
い
た
。

必
上
杉
家
伝
来
服
飾
類
参
考
文
献

上

杉

神

社

の

服

飾

品

山

辺

知

行

ミュ

1
ジ
ア
ム
日
号
昭
和
叩
年
日
月

伝
上
杉
謙
信
所
用
金
銀
欄
鍛
子
等
縫
合
胴
服
に
つ
い
て
上
、

下

神

谷

栄

子

|

|
伝
上
杉
謙
信

・
上
杉
景
勝
所
用
服
飾
類
調
査
報
告
一

ー
ー

美
術
研
究
川

・
川
号
昭
和
初
年
5
月
・
日
月

伝

上

杉

謙

信

所

用

小

袖

十

二

領

神

谷

栄

子

|

|
伝
上
杉
謙
信

・
上
杉
景
勝
所
用
服
飾
類
調
査
報
告
二
ー
ー

美
術
研
究

m号
昭

和

犯

年

5
月

伝

上

杉

謙

信

所

用

維

子

四

領

神

谷

栄

子

|

|
伝
上
杉
謙
信

・
上
杉
景
勝
所
用
服
飾
類
調
査
報
告
三
|

|

美
術
研
究

m号
昭

和

幼

年

3
月

伝

上

杉

謙

信

所

用

胴

服

八

領

上

、

中

、

下

神

谷

栄

子

|

|伝
上
杉
謙
信

・
上
杉
景
勝
所
用
服
飾
類
調
査
報
告
四
|
|

美
術
研
究
出

・
加
-
M
号
昭
和
刊
年
9
月
・
日
月
、
昭
和
引
年
1
月

伝

上

杉

謙

信

所

用

陣

羽

織

八

領

神

谷

栄

子

|

|
伝
上
杉
謙
信

・
上
杉
景
勝
所
用
服
飾
類
調
査
報
告

美
術
研
究

m号
昭

和

制

年

3
月

上
杉
家
伝
来
鎧
下
着

・
着
込
み

・
頭
巾
等
四
領
二
個
上
、
下

|

|
伝
上
杉
謙
信

・
上
杉
景
勝
所
用
服
飾
類
調
査
報
告

美
術
研
究
加

-m号
昭
和
必
年
1
月
・

7
月

上
杉
家
伝
来
衣
裳

講
談
社

美

fホJ

研

究

r寸
E弓

昭
和
弘
年
4
月

美

術

研

究

所

報

「
日
本
美
術
年
鑑
」
の
刊
行

美
術
部
第
二
研
究
室
の
編
集
に
よ
る
「
日
本
美
術
年
鑑
」

月
か
ら
十
二
月
の
聞
の
記
事
〉
は
昭
和
五
十
三
年
三
月
に
、

二
八
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昭
和
五
十
一
年
版
(
昭
和
五
十
年
一

十
一
年
一
月
か
ら
十
二
月
の
聞
の
記
事
〉
は
昭
和
五
十
四
年
三
月
に
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
さ
れ
た
。

ま
た
同
昭
和
五
十
二
年
版
(
昭
和
五

研
究
会

神

谷

栄

子

山
辺
知
行
、
神
谷
栄
子

昭
和
五
十
四
年

一
月
二
十
四
日

月

十
四
日

五
月

五
月

三
十
日

六
月

三
十
日

七
月

十

日

九
月
二
十
六
日

中
国
文
物
瞥
見
己

八
大
山
人
と
牛
石
慧
に
つ
い
て

上

野

ア

キ

ー
新
出
の
牛
石
慧
・
鳥
石
図
に
つ
い
て
|

三

輪

英

夫

九
日

洋
風
画
法
に
よ
る
達
磨
図
に
つ
い
て

色
料
と
吸
収
ス
ペ
ク
ト
ル

雲
山
岡
石
仏
と
二
天
像
ほ
か

古
代
朝
鮮
仏
と
飛
鳥
仏

タ
l
ク

・
イ
・
プ

ス
タ
ー
ン
の
摩
崖
浮
彫

鶴

田

武

良

東
大
理
学
部
教
授

森

田

茂

広

猪

川

和

子

久

野

健

関

口

正

之
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